─　補足資料B) ─

黒龍江省の貧困県及び杜爾伯特蒙古族自治県の教育振興「愛心工程」の概要

１ 黒龍江省の貧困県

中国は、住民一人当たりの年収が640元（日本円約9,600円）以下の県を「国家級貧困県」しています。

1999年時点で、国家級貧困県は592県（行政村にして5,076村）にのぼります。

新潟県と友好関係にある黒龍江省にあっては住民一人当たり年収が625元（日本円約9400円弱）以下の人口を「絶対貧困人口」としており、2000年末時点では70万人とされていましたが、2001年末には153万人が絶対貧困人口にカウントされました。

その要因は、自然災害の頻発にあるとされています。

黒龍江省の2001年末時点の農村人口は1,815万人ですから、農村人口のうち8.5％は絶対貧困ラインにあることになります。

黒龍江省内の国家級貧困県は、以下の14県です。

1)哈爾濱市延寿県 
2)綏化市蘭西県 
3)鶴崗市綏濱県

4)佳木斯市同江市 
5)佳木斯市樺南県 
6)佳木斯市湯原県 

7)佳木斯市撫遠県 
8)佳木斯市樺川県 
9)双鴨山市饒河県 

10)斎々哈爾市甘南県 
11)斎々哈爾市泰来県 

12)斎々哈爾市拜泉県 
13)大慶市林甸県 

14)大慶市杜爾伯特蒙古族自治県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２ 杜爾伯特蒙古族自治県の教育振興「愛心工程」の概要

　

　　　　・2001年11月14日、同県は、貧困小中学生の復学を支援するプロジェクト－教育振興「愛心工程」を立ち上げた

　　　　・同県では、小中学校の統廃合や家庭の貧困などが原因し、小中学生の就学難がおきている

　　　　・通学距離が2kmに及ぶ小学生は2,543人にものぼり、最遠距離が13kmに達するケースもある

・同県はこれらの事態を受け、「失学」の発生を防ぐため、300万元近い資金を投じて、教育振興「愛心工程」を実施することとした

　　　・「愛心工程」の主な内容は以下のとおり

①130万元を投じて40台の車輌を購入し、小学生を無料で送迎すること

②60万元を投じて44個所の“愛心餐”（給食所）を建設し、2,600人の小学生に無料で昼食を提供すること

③基金額50万元の“貧困学生基金会”を設立し、貧困家庭の小中学生の就学を支援すること

　　　・11月14日、同県の広範な人々は、「愛心工程」に10万元の支援金を寄せた

　　　・同県党委員会の徐廣国書記によると、“愛心餐”によって1,000余人の「失学」児童が復学を果たしているという

                                      　　　　　　

